
緩和ｹｱ研修会回数

・医師のための緩和ｹｱ研修会を定期的に開催し、未修了者に対して、参
加を推奨する
　(特に、卒後2～5年目の未修了者の医師には参加を促す)
・がん診療に関する専門看護師、認定看護師の計画的な育成
・国立がん研究ｾﾝﾀｰが実施する相談支援ｾﾝﾀｰ相談員研修・基礎研修及び
院内がん登録実務研修へ、計画的に受講することで、機能強化を図る
・各種研修会等を開催し、ｽｷﾙｱｯﾌﾟを図る

専門看護師・認定看護師数

相談員研修修了者数

（３）

院内がん登録研修修了者数
中級

初級

早期診断に関する研修会回数

放射線治療研修回数(含副作用対応)

学
習
と
成
長
の
視
点

人材育成

緩和ｹｱ研修修了者数(医師)

（２）

質
の
向
上
の
視
点

【従事者のｽｷﾙｱｯﾌﾟ】
（１）

研修会の開催
化学療法研修回数(含副作用対応)

合同ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ回数

化学療法の充実
化学療法新規ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ件数

化学療法ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ修正件数

緩和ｹｱﾁｰﾑによる病棟ﾗｳﾝﾄﾞ回数

緩和ｹｱﾁｰﾑによる新規診療症例数

専門職研修(看護師対象)回数

・ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄﾞの充実を図り、患者の状態に応じた最適な医療を提供する
・手術部位感染ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽを実施し、術後管理の強化を図る
・がんと診断された時から緩和ｹｱが提供されるよう体制を整備し、医療
の質の向上を図る
・化学療法を安全に行うための標準化を積極的に推進し、また、既存のﾌﾟ
ﾛﾄｺｰﾙの見直しをし医療の質の向上を図る

【医療の質の向上】 取扱症例数

SSIの推進
手術部位感染ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ件数

ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄﾞの充実
ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄﾞ開催回数

手術部位感染率

緩和ｹｱ体制の充実

緩和ｹｱｶﾌｧﾚﾝｽ開催回数

連携ｸﾘﾃｨｶﾙﾊﾟｽ件数(五大がん)

退院前ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ開催回数

・がん診療に係るﾍﾟｰｼﾞの新規作成、見直し及び診療実績等の情報公開を積極的に行う

公開講座の開催 公開健康講座の開催回数 ・地域住民、患者向けの講演会の実施

広報活動の充実 がん診療に係るﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新回数

弱み(Weakness) 改善戦略 回避戦略 放射線治療件数 ・手術、放射線治療及び化学療法を効果的に組み合わせた集学的治療の充
実及び緩和ｹｱの提供
・各学会の診療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに準ずる標準的治療等患者の状態に応じた適切な
治療の提供
・がん相談の内容から患者のﾆｰｽﾞを把握し、専門家派遣事業等の活用を図
る

【患者満足度の向上】 術中迅速病理診断件数

・広報活動(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)
・がん相談
・緩和ｹｱ(地域連携)
・人材育成

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実
・ﾆｰｽﾞにあった事業の実施
・緩和ｹｱの地域連携の強化
・計画的な人材育成

外来化学療法件数

緩和ケア外来患者数

・地域連携ﾊﾟｽの拡大
・緩和ｹｱを含めた集学的治療
・化学療法室の効率的な運用

他院→自院

自院→他院

評価指標

・専門家派遣事業の積極的な活用及び患者会との連携強化を図り、療養支
援等を行う患者会との連携・全人的医療の充実

・医療の質の向上(研修)

利
用
者
の
視
点

療養支援の推進
専門家派遣事業実施件数

がん診療の充実

悪性腫瘍手術件数※( )内は五大がん

がん相談件数

ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ件数

・五大がん地域連携ｸﾘﾃｨｶﾙﾊﾟｽの適用拡大の推進
・緩和ｹｱﾁｰﾑと連携し、在宅診療に携わる医師等と退院前ｶﾝﾌｧﾚﾝｽを実
施し、患者の療養場所等の意志決定の支援を行う

③ＰＤＣＡサイクル 連携ｸﾘﾃｨｶﾙﾊﾟｽ件数(五大がん以外)

在宅緩和ｹｱﾊﾟｽ件数
地域連携の推進

強み(Strength) 成長戦略 対抗戦略

・地域医療連携
・集学的医療の提供
・チーム医療

基本的方向

・がん患者の増加 ・近隣病院の診療体制強化

区分 戦略マップ

地域がん診療連携拠点病院ＰＤＣＡサイクル
【指定要件】
自施設の診療機能や診療実績、地域連携に関する実績や活動状況の他、がん患者の療養生活の質について把握・評価し、課題認識を院内の関係者で共有した上で、組織的な改善策を講じている。

①SWOT分析 ②戦略マップ及びＢＳＣ

外部環境分析

ﾋﾞｼﾞｮﾝ
★患者さんに満足してもらえる安全、安心、良質な医療を提供する。
★地域医療のさらなる連携促進を図る。機会(Opportunity) 脅威(Threat)

行動計画

内
部
環
境
分
析

療養支援の推進

がん診療の充実

地域連携の推進

広報活動の充実

公開講座の開催

ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄﾞの充実

SSIの推進

緩和ｹｱ体制の充実

化学療法の充実

人材育成

研修会の開催

BSCの作成

Plan

行動計画の実施

Do

結果と評価

Check

BSCの修正

Action

PDCA
サイクル


